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は 2 つしかない 30 万人都市を掲げる中核市のうちの 1 つである。中核市である函館市は平成


































だろう。たとえば、ご当地食材を使った B 級グルメで知られる「B 級ご当地グルメの祭典！ B
－1 グランプリ」などは、多くの方々に知られたいわば大成功を収めた地域ブランド発展装置









































































































































































































　2018 年 2 月末現在の人口は 261,685 人、世帯数は 142,779 世帯、人口構成は年少人口（0 歳
から 14 歳）25,989 人（全人口比 9.9％）、生産年齢人口（15 歳から 64 歳）146,654 人（同 56.0
％）、老齢人口（65 歳以上）89,042 人（同 34.0％）となっている。多くの地方都市が抱える人
口問題、つまり、全体人口減少、人口老齢化、生産人口減少などがみられる。これら人口減少
の推移は 2004 年 12 月の平成の大合併（当時の人口は 299,522 人）以降減少傾向にあり、2017














































































































































　まず、全道でエゾシカによる農林被害は、2010 年には約 59 億円を超えているといわれてい
る。2010 年の約 59 億円超の被害額は対前年比約 10 億円増となっている。また、過去に最もエ
ゾシカの被害が多かった 1996 年の被害額に並んでしまっている。他方、函館エリアにおけるエ
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